






1.精度管理の指標:クレチン症マス・スクリーニングにおいては,全検体の濾紙血 TSH の第

1回測定を行った後に,上位数%の検体につき第2回の再測定を行う。TSH高値を示すクレチ

ン症児を多数の検体中から発見するには,第 1回の測定順位 rn1 と第 2回測定順位 rｎ2が

より高い再現性をもって一致することが要求される。spearman 順位相関係数ρ＝1-6Σ

(rn1-rn2)2/n(n2-1）(n：再測定にまわった件数)は,このクレチン症検出力を比較的忠実に

反映すると考えられる。過去 2年間我々のスクリーニング系において,3ヵ月毎に,1 ヵ月の

観察期間で計 56 回の測定につきそれぞれρをもとめると,0.548±0.217(M±SD)を示した。

又,この間各測定毎に 4枚の同一検体を測定して測定内変動係数をもとめ,ρとの相関をみ

ると,図 1 に示すごとく全体として有意の負相関があるもの,C.V.が 5 ないし 15%と底値を

示す測定においてもρは 0.2ないし 0.9 と大きく変動しうることが認められた。又,技師交

代直後等の動揺期に明らかな低値を示した。F 社製酵素抗体測定と D 社製 RIA 法の二法で

TSH をそれぞれ 6回測定したときのρは,酵素抗体法 0.314±0.193,RIA法 0.398±0.189(M

±SE)と二法間に有意の差をみとめなかった。 


